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Uber die Welch-Fraenkelschen Bazillen und die anderen anaeroben
 Bazillen bei der Appendizitis.

Von

Dr. Masaru Shimizu. Assistent der Klinik.

Eingegangen am 12. Juli. 1933.

Auf dem vorletzten chirurgischen Kongress (1931) hatte ich uber die Welch

- Fraenkelschen Bazillen und ihr Antivirus bei der Appendizitis berichtet. Seitdem 

habe ich die Versuche weiter fortgesetzt, bei akuter Appendizitis nicht nur die Welch

- Fraenkelschen Bazillen, sondern auch die anderen anaeroben Bazillen rein zu isolieren. 

Diese Versuche wurden nach der Zeisslerschen Methode ausgefuhrt. Namlich zunachst 

troknete ich den ganzen Wurmfortsatz oder den Eiter in der Bauchhohle, dann ver

kleinerte ich alles im Morser. Dieses Material kultivierte ich in Leberleberbouillon 

(250cc) und zuchtete die Kulturen auf anaeroben Traubenzuckerblutagarplatten unter 

Zwischenschaltung von geeigneter Erhitzung. (80C, 10 Minuten lang and 100C, 10-20 

Minuten lang). Dann wurden Wuchsformen auf der Traubenzuckerblutagarplatte 

genau beobachtet. Weiter wurde zur Artbestimmung der isolierten anaeroben Bazillen 

die Prufung im Milch-, Gelatine- und Hirnbreirohrchen durchgefuhrt, sowie Spaltungs

- versuche mit 12 verschiedenen Kohlehydraten gemacht.

Das Gesamtergebnis ist in Tabell zusammengestellt.
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Auftretungshaufigkeit der anaeroben Bakterien.

Auf diese Weise konnte ich bis jetzt den Bac. amylobacter (5mal=15%), den Bac. 

putrificus tenuis (4mal=12%), den Bac. histolyticus (3mal=9%), den Rauschbrand
- bazillus (3mal=9%), den Pararauschbrandbazillus (2mal=6%), den Bac. putrificus ver

rucosus (1mal=3%) und den Bac. d. Art VI v. Hibler (1mal=3%) isolieren. Doch die 

obigen Bazillen wurden nur in einem kleinem Prozentsatz gefunden. Dagegen wurde 

der Welch-Fraenkelsche Bazillus noch viel haufiger (19mal=82% in Appendix, 5mal=

41% in Bauchexsudat) als in meinen fruheren Untersuchungen gefunden, so dass er 

fast ein konstanter Bewohner in der Appendix ist. (Autoreferat).
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主要文獻

第1章　 結 言

嫌 氣性 菌 ノ研 究 ハ 他 ノ好 氣 性 菌 ノ ソ レニ比 ス レバ,其 ノ發 達 ハ遙 カ ニ遲 レテ 久 シク搖 籃 ノ域

ヲ様 ヒツ ツ ア リ シガ一 度 世 界大 戰勃 發 スル ヤ,嫌 氣 性 菌 ニ ヨル悲 慘 ナル 戰 傷 者 ノ死 ニ イタ ク刺

戟 セ ラ レ,辛 ジテ其 ノ搖 籃 期 ヲ脱 シ,次 第 ニ コ レガ臨 牀 上 ノ意 義 ヲ 問 ハ ル ル ニ至 リ シモ,其 ノ

研究 ニ伴 フ幾 多 ノ障 碍 ト煩 雜 トハ 多 ク ノ研 究者 ヲ シテ等 シク歎 聲 ヲ洩 サ シ メ シ所 ニ シ テ,今 日

尚 ホ嫌 氣性 菌 ノ研究 ハ細 菌 學 ニ於 テ モ最 モ至難 ナ ル 部 門 ノー ニ屬 ス.

余 ハ サ キ ニ “蟲様 突起 炎 トWelch-Frankel氏 菌 竝 ニ其 ノAntivirus” ナ ル拙 著 ニ於 テ蟲 様 突

起炎 竝 ニ コ レニ續 發 スル 腹 膜 炎 ニ際 シテWelch-Frankel氏 菌 ヲ屡 々證 明 シ,而 モ 該 菌 ニ ハ 腸

管蠕 動運 動 ヲ著 シク抑 制 スル作 用 ノ アル 事 ヲ述 べ シガ,爾 來 同 様 ノ材 料 ヨ リ シテ獨 リWelch-

Frankel氏 菌 ノ ミナ ラ ズ,其 他 ノ嫌 氣性 菌 ヲ モ分 離 培 養 ス べ ク實 驗 ヲ繼 續 シ,聊 カ得 ル所 ア リ

シ ヲ以 テ茲 ニ其 ノ成 績 ヲ發 表 シテ諸 家 ノ叱 正 ヲ乞 フモ ノナ リ.

第2章　 實 驗 方 法

第1項　 培養基竝ニ培養法

余 ガ本 實 驗 ニ使 用 セ シ培 養 基 ハ下 記 ノ如 シ.

1)肝 臟 肝臟 肉 汁 培 養 基(250cc)

2)肝 臟 肝 臟 肉 汁培 養 基(10cc)

3)肝 臟 片 加 牛乳 培 養 基(Ruppert u. Rottgart 19

26)

4)腦 粥 培 養 基(Emanuel, v. Hibler 1909)

本 培 養 基 ハ 嫌 氣性 菌 ノ培 養 ニ必 要 缺 ク ベカ ラザ ル

モ ノニ シテ,其 ノOrganbreiノ 有 スル還 元 作 用 ニ ヨ

リテ酸 素 ニ對 シテ 最 モ鋭 敏 ナ ル 嫌 氣 性菌 ヲ モ ヨ ク發

育 セ シム ル事 ヲ得,又 單 ニ殊 氣 性 菌 ノ増 殖 ノ 目的 ニ

適 スル ノ ミナ ラ ズ 嫌 氣 性 菌 々 株 ノ有 力 ナ ルRegen-

erationsmittelナ リ.而 シテ 或 種 ハ嫌 氣 性 菌 ハ 腦 粥

中 ニ於 テ硫 化 水 素 ト「ア ル カ リ」トヲ形 成 ス ル ガ 爲 ニ

著 シ ク培 養 基 ノ色 ヲ黒變 セ シ メ,又 或 種 ノ嫌 氣 性 菌

ハ 酸 ヲ形 成 シテ培 養 基 ノ深 部 ヲ淡 紅 色 ニ變 色 ヤ シム

ル ヲ以 テ.嫌 氣 性 菌 鑑 別 診 斷 上 ニ必 要 缺 ク べ カ ラ ザ

ル モ ノナ リ.余 ハKovacsニ 從 ヒ 腐 敗 性 嫌 氣 性 菌

(Putrifizierende Anaerobier)ニ 依 ツテ 起 ル 培 養 基 ノ

變 異 ヲ一 層 著 明 ナ ラ シ メ,同 時 ニ其 ノ變 化 ヲ更 ニ 迅

速 ニ惹 起 セ シム ル 目的 ヲ以 テFerrosulfatヲ 加 ヘテ

(腦 粥0.05% Eisensulfatlosung=2:1)使 用 セ リ,

即 チFerrasulfat (FeSO4)ハ 還 元 作 用 ヲ有 ス ル ノ ミ

ナ ラズ,嫌 氣性 菌 ノ發 育 ヲ助 長 ス ル 作 用 ヲ有 ス レ バ

ナ リ.本 培 養 基 ニ 於 ケ ル培 養 成績 ハ接 腫 後 少 ク トモ

1-8日 間 觀 察 ス ル ヲ要 ス.

5)「 ゲ ラ チ ン」培 養 基
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15-20%ノ 「ゲ ラチ ン」ヲ含 有 シ, PH 7.2 110℃ 30

分 滅 菌 セル モ ノナ リ. 22℃ ノ低 温 孵卵 器 ニ納 メテ 培

養 ス.或 種 ノ嫌 氣 性菌 ハ 之 ヲ液 化 シ,又 或 ル モ ノハ

全 ク變 化 ヲ來 サ ズ.

6) Traubenzuckerblutagarplatte nach Zeissler

 Agar 1.5-3%,葡 萄 糖2.0%ノ 割 合 ニ 加 ヘ タ ル

PH 7.2ノNahragar 60ccヲ 大 ナ ル 試 驗 管(直 徑

2.5cm高 サ25cm)ニ 入 レ,綿 栓 シテ110℃ 30分 滅

菌 ス,使 用 ニ際 ン テKochsche Dampftopfヲ 用

ヒ 又 ハ 煮 沸 シ テ コ レ ヲ 溶 解 セ シ メ,次 デ 之 ヲ重

湯 煎 ニテ45℃ ニ 冷却 シ,コ レ ニ15ccノ 新 鮮 ナ ル 血

液(人 間 又 ハ 牛 ノ 血液 ヲ良 シ トス ル モ,余 ハ便 宜 上 家

兎 ノ心 臟 ヨ リ穿 刺 ニ ヨ リテ 得 タル 血 液 ヲ 使 用 セ リ.)

ヲ 追加 ン, 3-4囘 注 意 深 ク傾 ケ テ ヨ ク混 和 セ シメ,

コ レ ヲ3-4-5枚 ノPetri-Schaleニ 分 注 シテ 凝 固 セ

シム,コ ノ際 培 地 ニ氣 泡 ノ混 入 セ ザ ル 様 ニ 注 意 ス ル

コ ト ヲ 要 ス.接 種 後1-3日 間 之 ヲ 孵 卵 器 内 ニ オ

ク時 ハ 各 嫌 氣 性 菌 ニ ヨ リテ 夫 々特 長 ア ル聚 落 ヲ形 成

ス.

7) Kohlehydratbouillon

牛 肉 ヨ リ製 ンタ ルPH7.2ノNahrboujllonヲ 試 驗

管 ニ10cc宛 分 注 ン.コ レ ニ7.5%ノ 「ラ クム ス」液 ト

下 記 ノ12種 類 ノ 含水 炭 素 ヲ1%ノ 割 合 ニ 加 ヘ テ

110℃ 30分 宛2囘 滅 菌 ス.

1) Glycerin 3

2) Mannit 6

3) Dulcit 6

wertiger Alkohl.

4) Isodulcit•c•cAldopentose.

5) Glucose•c

6) Galaktose•c

Aldohexose. Monose.

7) Lavulose•c•cKetohexosen Monose.

8) Saccharose•c

9) Lactose•c•c

10) Maltose•c•c

Biose.

11) Inulin•c•c•cPolysaccharid.

12) Salicin•c•cGlykosid.

Kohlehydratbouillonニ 菌 ヲ 接 種 ス ル ニ 際 シ テ

ハ 其 ノ24時 間(發 育 遲 キ菌 株 ニ ア リテ ハ 更 ニ長 時間

ニ互 ル 培 養 液)培 養 液 ノ1/4cmヲ 「ガ ラス 」製 ノ細 長

キ「ピベ ツ ト」ヲ以 テ 分 注 シ コ レ ヲ嫌 氣 性 トナ シ タ ル

培 養 器 中 ニ 入 レテ37℃ ノ孵 卵 器 内 ニ 納 ム.培 養48

時 間 目 ニ 之 ヲ培 養 器 ヨ リ取 出 シテ,培 養 液 ヲ酸 素 ニ

充 分 ニ 觸 レシム.此 ノ目 的 ノ爲 ニ余 ハ 自 動 攪 拌 器 ヲ

用 ヒ タ リ.而 シテ 培 養 成績 ハBouillonガ 再 ビ着 色 ン

タ ル後(2-3日 後)始 メテ 決 定 セ ザ ル べ カ ラズ.

培 養 法

嫌 氣性 菌 ノ培 養 法 ニ ハ種 々 ア レ ドモ余 ハ第1圖 ニ

見 ル ガ如 キ硝 子 製 ノ「エ キ シ カ トー ル」様 ノ容 器 ヲ使

用 セ リ.即 チ 先 ビ器 底(A)ニPyrogallussaure 20gヲ

容 レテ 一 側 ニ 壓 縮 シテ コレ ヲ普 通 綿 ヲ以 テ 蔽 ヒ,容

器 ヲ約45度 傾 斜 ン テ 其 ノ 反 對 側 ニ20%ノ 苛 性 加

里100ccヲ 注 入 セ リ.

次 デ 其 ノ上 ニ硝 子 製 ノ孔 ノ ア ル底(B)ヲ 入 レ其 ノ

上 ニ培 養 セ ン トス ル平 板培 養 基 或 ハ液 體 培 養 基 ヲ置

キ,外 氣 ヲ完 全 ニ杜 絶 ス ル 爲 ニ容 器 ト蓋 トノ接 觸 面

(C)ニ ハ 「ワ ゼ リ ン」ヲ塗 布 ンテ密 閉 セ リ.而 シテ 容

器 中 ノ空 氣 ヲ成 可 ク排 除 ス ル 爲 ニ蓋 ノ上 部 ニ アル 排

(第1圖)
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氣 孔(D)ヲ 強 キ「ゴ ム 」管 ヲ以 テ 水 流 「ボ ンブ」ニ連 結

セ リ.カ ク シテ30分 間 排 氣 セ バ容 器 中 ノ氣 壓 ハ 水 銀

桂14mmニ 達 ス.茲 ニ於 テ 活 栓(E)ヲ 廻 轉 ンテ 外 氣

ト ノ連 絡 ヲ絶 チ,傾 斜 セ ル容 器 ヲ平 位 ニ戻 セ バPy

rogallussaureハ 苛 性 加 里 ト化 合 シテ 容 器 中 ニ殘 存 ス

ル空氣 中 ノ酸素 ヲ奪 フ事 ヲ得.而 シテ 孵卵 器 内ニ納

ムル ニ先立 チテ容 器 ト蓋 トノ接觸 面竝 ニ活 栓 ノ部 ヲ

絆創 膏 ヲ以 テ固定 セ リ.尚 ホ平板培 養基(ン ヤ ーレ)

ノ蓋 ハ普通 ノ硝子製 ノモ ノハ用 ヒ ズ專 ラ素燒 ノ「シ

ヤーレ」ヲ使用 シタ リ.

第2項　 實驗材料竝ニ實驗方法

余 ハ大體 ニ於 テ 今 日最 モ優 秀 ナ リ ト信 ゼ ラル ル所 ノZeissler氏 ノ培 養 法 ニ從 ビラ 實 驗 ヲ行 ヒ

タ リ.實 驗 材料 トシ テハ

1)急 性 蟲様 突 起 炎 …… … …… …… … … …… … …… …… … …11例

2)同 上(腹 腔 滲 出 液)… … … … …… … … … … … … … … … …4例

3)急 性 蟲 様 突 起 炎 ニ續 發 セル急 性 穿 孔性 腹 膜 炎 … … … … …3例

4)蟲 様突 起 炎 膿瘍 … … … … … …… …… …… …… … … ………5例

5)間 歇期 手 術 ニ ヨ リテ得 タル モ ノ… … … … … … … … … … …8例

6)健 康 ナル蟲 様 突起(對 照)… … … … … …… … … … … …… …3例

合 計34例 ノ臨 牀例 ヲ用 ヒ,手 術 ニ ヨ リテ得 タ ル蟲 様 突 起 及 ビ腹 腔 内 膿 汁 又 ハ滲 出 液 ハ直 チ ニ

滅 菌 「シヤー レ」ニ採 リテ之 レヲ30°-40℃ ノ乾 燥 器 内 ニ數 日 間放 置 シ テ乾 燥 セ シ メ,コ レヲ滅

菌 セル乳 鉢 内 ニテ粉 末 トセ リ.

以 上 ノ操 作 ニ ヨ リテ殆 ン ド凡 テ ノ好 氣 性 菌 ハ死 滅 シ嫌 氣性 菌 ノ芽 胞 ノ ミヲ殘 ス コ トヲ得.

斯 ク シテ乾燥 粉 末 トセル研 究 材 料 ハ數 ケ年 ニ亙 リテ使 用 ス ル コ トヲ得.即 チ數 ケ年 ヲ經 タ ル

材 料 ヲ以 テ シテ モ尚 ホ コ レヨ リ嫌 氣性 菌 ヲ純 粹 ニ分 離培 養 ス ル事 ヲ得 ル ノ ミナ ラズ,其 ノ菌 株

ハ充 分 ニ毒 力 ヲ保 有 シ而 モ其 ノ繁 殖 力 ハ何 等 ノ影 響 ヲ受 ク ル モ ノニ非 ズ ト云 ハル
.コ ノ點 ハ芽

胞 ヲ形 成 セザ ル細 菌 ニ比 ス レバ遙 カ ニ便 利 ナル所 ナ リ.

實 驗 方 法

以 上 ノ如 ク シテ得 タル材 料 ヲ250ccノ 基 本 肝 臟 肉 汁培 養 基(Original-Leber-Bouillon)ニ 投

ジ「パ ラフ ィン」ヲ重 層 シテ孵 卵器 内 ニ納 ム,若 シWelch-Frankel氏 菌 存 ス レバ6 -10時 間 以

内 ニ既 ニ旺 盛 ナル瓦 斯發 生 ヲ見.強 度 ノ溷 濁 ヲ來 ス ヲ常 トス.而 シテ コ ノ間 他 ノ凡 テ ノ嫌 氣性

菌 ハ該 菌 ニ ヨ リテ壓 迫 セ ラ レテ發 育 スル コ トヲ 得 ズ.然 レ ドモ既 ニ12-24時 間 ヲ經 過 ス レバ

Welch-Frankel氏 菌 ハ次 第 ニ沈 澱 シ始 メ.同 時 ニ該 菌 ノ發 生 スル新 陳 代 謝物 質(酸)ノ 爲 ニ破 壊

シ始 メ,益 々「グ ラ ム」陰 性 トナ リテ,遂 ニハ死 滅 ス ル ニ至 ル.

カ ク ノ如 クWelch-Frankel氏 菌 ガ 肝 臟 肉汁 培 養 基 中 ニ於 テ 自 滅 スル コ ト竝 ニ該 菌 ガ肝 臟 肉

汁 培 養 基 中 ニ於 テ芽 胞 ヲ發 生 セザ ル 事 ハ他 ノ嫌 氣 性 菌 ノ分 離 上必 要 缺 クべ カ ラザ ル所 ナ リ.

Zeisslerニ 從 ヘバWelch-Frankel氏 菌 ニ 次 デ培 養12時 間 目 頃 ヨ リDer Bac . amylobacter
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(Bac. tertius)ガ 發 育 シ初 メ, 24時 間 後 ニ ハ 芽 胞 ヲ 形 成 ス. Bac. tertiusト 同 時 ニ 或 ハ 多 少 遲

延 シ テ 發 育 ス ル モ ノ ニDer Pararauschbrandbazillus (Vibrion septique), Der Novysche Ba

zillus des malibnen Odems及 ビDer Bac. sphenoidesノ3者 ア リ テ 前2者 ハ速 カ ニ 發 芽 ス

ル モDer Bac. sphenoidesハ2-3日 遲 レテ 發 芽 ス.

以 上ノ 諸 菌 ニ 次 デ

Der Bac. putrificus verrucosus (Bac. sporogenes).

Der Botulinus bazillus.

Der Bac. histolyticus.

Der Tetanusbazillus.

Der Bac. tetanomorphus.

現 ハ レ.最 後 ニDer Bac. cochleariusア ラハ ル.カ ク ノ如 ク シ テ 各嫌 氣性 菌 ガ肝 臟 肉 汁培

養 基 内 ニ於 テ ソ レゾ レ發 現 スル 時 期 ヲ 異 ニス ル ハ 各 菌 ガ ソ ノ發 育 ニ好 適 スルPHヲ ソ レグ レ異

ニ ス ル ヲ以 テ ナ リ.即 チ最 初 ニ ハ基 本 肝 臟 肉 汁 培 養 基 ハ 中性 ナ ル モ含 水 炭 素 ヲ醗 酵 ス ル嫌 氣 性

例 ヘバWelch-Frankel氏 菌, Der Bac. amylobacter等 ガ 旺 ニ 發 育 ス ル 事 ニ ヨ ツ テ培 養 基

ノ反 應 ハ酸性 トナ リ, Der Bac. putrificus verrucosusガ 現 バ レル ト同時 ニ「アル カ リ」側 ニ異

動 シ,遂 ニ細 菌 ノ發 育 終 了 ス レパ 再 ビ中性 トナ ル.故 ニ コ レ ラ ノ嫌 氣 性 菌 ヲ分 離 スル ニハ ソ レゾ

レ一 定 ノ時 期,即 チ ソ ノVegetatives Stadium(繁 殖 期)又 ハ芽 胞 發 生後 ヲ選 ビテ基 本 肝 臟 肉

汁 培 養 ヨ リ數 囘 ニ互 リテ 分 離 ヲ試 ミザ ル可 カ ラ ズ.斯 ク スル 事 ハ理 想 的 ナ ル モ 實 地 臨 牀 ニ携 ハ

リ多 忙 ヲ極 ムル者 ニ ハ 到底 不 可能 ナ ル ヲ以 テ,余 ハ基 本肝 臟 肉 汁 培 養 基 ニ 培 養 後 第2日 目(又

ハ3日 目)ト 第8日 目 トノ兩 囘 ニ亙 リテ 其 ノ一 部 ヲ10ccノ 肝 臟 肉 汁培 養 基(Leber-Bouillon-

Rohrchen)ニ 移 植 ス ル 事 トセ リ.即 チ前 囘 ノ移 植 ハ 主 ト シテ 早 期 ニ現 ハ ル ルWelch-Frankel

氏 菌 竝 ニDer Bac. amylobacterヲ 分 離 セ ンガ爲 ニ シ,第8日 目 ノ移 植 ハ其 他 ノ諸 種 嫌 氣 性

菌 ヲ分 離 セ ン ガ爲 ナ リ.カ ク シテ 兩 囘 ニ亙 リテLeber-Bouillon-Rohrchen (10cc)ニ 移 植 シタ

ル檢 査 材 料 ハ 直 チ ニ 加 熱 セバ(2-3日 目 ニハ80℃ 5-10分,第8日 目 ニ ハ100℃ 10-20-40

分)雜 菌 竝 ニ嫌 氣性 菌 ヲ死 滅 セ シメ,芽 胞 ノ ミヲ殘 ス コ トヲ得.コ レヲ24時 間孵 卵 器 内 ニ テ再

ビ増 殖 セ シメ,次 デZeissler氏 ノ葡 萄 糖 加 血液 寒 天 平板 上 ニ嫌 氣性 培 養 ヲ行 ヒ, 2-3日 後 之 ヲ

孵 卵 器 ヨ リ取 出 シテ聚 落 ノ 發 育状 態 ヲ詳 細 ニ觀 察 セ リ.(コ ノ際微 小 ナ ル 聚 落 ノ觀 察 ニハZei

ssler氏 ハ獨 特 ノBinokulares Plattenkultur-mikroskopヲ 使 用 セ シモ,余 ハ「ル ー ベ」又 ハ弱

擴 大 ノ顯 微鏡 ヲ利 用 シテ概 ネ其 ノ 目的 ヲ達 ス ル 事 ヲ得 タ リ.)同 時 ニ塗 沫 標 本 ヲ製 作 シテ 「グ ラ

ム」 染 色 ヲ行 ヒテ菌 體 ノ大 サ ヲ測 定 セ リ.次 デ 聚 落 ヨ リ釣 菌 シ テ 之 レ ヲLeber-Bouillon-

Rohrchenニ 増 殖 セ シ メタ リ.カ ク シテ 得 タ ル 菌 株 ノ細 菌 學 的 診 斷 ヲ確 定 スル 爲 ニハLeber-

Bouillon-Rohrchenヨ リ更 ニ牛 乳 培 養 基,「 ゲ ラ チ ン」培 養 基,腦 粥 培養 基 竝 ニ12種 類 ノKo

hlehydratbouillonニ 移 植 シテ 嫌 氣 性 培 養 ヲ行 ヒ同 時 ニ其 ノ 一部 ヲ海 〓 ノ 腹 部皮 下 ニ注 射 シテ
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蟲様突起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸種嫌 氣性菌 ニ就テ 1925

ソノ毒性ヲ檢 シタ リ.

上述 ノ實驗順序ヲ簡單 ニ書キ現 セバ次 ノ如 シ.

第1表　 嫌氣性菌分離培養檢査順序

第3項　 嫌 氣性 菌 ノ細 菌 學 的 鑑 別

嫌 氣性 菌 ニ於 テ ハTyphus, Paratyphus, Ruhr又 ハDiphtherie菌 ノ場 合 ニ於 ケ ル ガ如 キ簡

明 至 便 ナ ル分 離 鑑 別 法 ナ ク,又Choleraノ 場 合 ニ於 ケルBlutalkali-Agar nach Dieudonneノ

如 キ選 擇 的 ナ ル培 養 基 ナ キ ノ ミナ ラズ嫌 氣性 菌 ハ屡 々 種 々 ナ ル 好 氣性 菌 及 ビ嫌 氣性 菌 ト互 ニ

Symbioseヲ 營 ム事尠 カ ラズ,且 ツ一 度 成 立 セルSymbioseハ 殆 ド分 離 不 可 能 トモ言 フ べ キ強
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1926 清 水 勝

第2表　 嫌 氣 性 一 覽 表
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蟲様突起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸 種嫌氣性菌 ニ就 テ 1927

(Zeissler) O=不 變 … …「ク ラ ム ス」ノ色 ヲ失 ハ ズ

X=陰 性……赤 色 ニ變 化 ス

OX=弱 陽性… …僅 ニ赤色 ヲ帶 ブ
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1928 清 水 勝

力 ナル 粘 着 力 ヲ有 シ,之 レニ與 ル個 々ノ細 菌 ノ病 源 性 竝 ニ生 物 學 的性 状 ハ 爲 ニ影響 ヲ受 ケ テ變

化 ヲ來 ス ニ至 ル コ トア リ.故 ニカ ツテ新 菌 株 トシテ報 告 セ ラ レタ ル モ ノ ニ シテ後 日之 レガ混 合

培 養 或 ハSymbioseナ ル コ トガ明 カ トナ リシモ ノ モ尠 カ ラ ズ.又 新 菌 株 トシテ發 表 セ ラ レタ ル

モ ノニ 於 テ モ未 グ一 般 ニ ハ承 認 セラ レズ シラ未 解 決 ニ屬 スル モ ノ モ亦尠 カ ラザ ル ナ リ.余 ハ培

養 中 ニ於 ケル好 氣 性 菌 ニ ヨル 妨 害 ヲ避 クル 爲 ニ實 驗材 料 ヲ乾 燥 シ粉 末 トセル ヲ以 テ.其 ノ中 ニ

ハ蟲 様 突起 ノ内 容 ノ凡 テ,即 チ炎 衝 ニ ヨ ツラ變 化 セル 蟲 様 突 起壁 モ亦 其 ノ 中 ニ アルKotflora竝

ニ 膿 汁 ヲモ含 ム ヲ以 テ,ソ ノ 中 ニ ア ル細 菌 ハ 極 メテ豊 富 ニ シテ カ カ ル材 料 ヨ リ シテ個 々 ノ嫌 氣

性 菌 ヲ分 離 スル コ トハ誠 ニ 至難 中 ノ至 難 ニ シテ, Zeissler, Lohr等 ノ如 キ 專 門 家 ノ技 術 ヲ以 テ シ

テ モ尚 ボ 一 個 ノ蟲 様 突 起 内 ニオ ケ ル嫌 氣 性 菌 ノ分 析 ニ屡 々1ケ 月 以 上 ノ 日子 ヲ要 シタ リ ト言 フ

故 ニ,嫌 氣 性 菌 ノ研 究 殊 ニ其 ノ細 菌 學 的 判 定 ニ際 シテ ハ豫 メ凡 テ ノ既 知 ノ嫌 氣 性 菌 ノ形 態 學 的

竝 ニ生 物 學 的 性 質 ヲ知 悉 シテ オ ク コ トヲ要 ス ル ヲ以 テ ヤ ヤ蛇足 ノ感 ナ キ ニ シモ 非 ザ レ ドモ以 下

名 種 嫌 氣性 菌 ニ關 ス ルZeissler氏 ノ表 ヲ掲 ゲ,併 セテ鑑 別 上 重 要 ナ リ ト思 ハル ル點 ヲ列 記 セ ン

トス.(第2表 參 照)

1) Der Frankelsche Gasbazillus (Bac. Welchii.)

嫌氣性菌中最モ容易ニ分離セラルル桿菌 ニシテ,其 ノ兩端 ハ丸 ク,鞭 毛 ヲ缺 キ從 ツテ運動ヲ

見 ズ.肝 臟肉汁 ニヨク繁殖 シ3-6時 間ニシテ強 ク瓦斯 ヲ發生 シ,著 明ニ溷濁ス.牛 乳 ヲ強ク凝

固 セシメ,凝 固體 ハ後 ニ同量 ノ1/5ニ 達 ス.葡 萄糖加血液寒天平板培養基上ニ於 ケル 聚落ノ發

育状態ハ獨特 ニシテ一見 シテ判定ヲ下 ス事ヲ得.即 チ結節状 ニ隆起 セル圓影ノ聚落ニシテ,初

メ ハ苺色又 ハ鮮紅色ナルモ後空氣 ニ遭ヘバ次第ニ褐緑色乃至緑色 ニ變色ス,酸 素ヲ嚴重 ニ除去

シ得タル時 ハ聚落ノ 變色ハ 遲延 シテ現ハ レ,或 ハ全 ク之 レヲ見ザル事 アリ.屡 々2-3時 間外

氣 ニ曝 シテ後初 メテ變色 ス.其 ノ周圍ハ廣キ汚褐色不透明ナル溶 血層ヲ以テ圍マル,(發 育型I

附圖第1圖 參照)即 チ本菌ハ聚落ノ形態ノミヲ以テ判定 シ得ルモ,其 ノ海〓 ニ對 スル 毒性 ハ又

獨特 ニシテ,コ レヲ皮 下ニ注射 スレバ皮下ニ瓦斯泡及 ビ肉水 ヲ形成 ス.其 ノ毒性 ハ菌株ノ特性

ヨリハ寧 ロ培養 ノ状態 ニ關係 スル所大 ニシテ,含 水炭素 ヲ含 ム培養液中ニ於テハ速カニ毒性ヲ

減少 シ,屡 々2日 後 ニハ全ク其 ノ毒性 ヲ消失スル コ トアリ,

2) Der Novysche Bazillus des malignen Odems (Bac. odematiens.)

 Bac. Welchiiト 異 リ活 溌 ナ ル 運 動 ヲ認 ム.

Novyノ 記載 セル所 ニ依 レバ芽胞 ヲ見ズ ト言 フモ,多 クノ培養基中ニ於テ大ナル楕圓形 ノ芽

胞 ヲ菌體ノ中央又バ一端 ニ形成ス.

葡萄糖加血液寒天平板培養基上 ノ聚落ハ攣毛状 ノ突起 ヲ有 シ,聚 落 ノ周邊ヨリ出デタル突起

ハ平行ニ走 レル枝(Schlinge)ヲ ナ シテ再 ビ聚落 ニ歸ル.聚落ノ大サニ從 ツテ溶血層 モ著明ナル

事ア リ或ハ然ラザル事アリ.溶 血層 ハ黄金色ヲ呈 シテ透明 ナリ.動 物ニ對 スル毒性ハ一定 セズ.
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中 ニ ハ強 力 ナル 毒 性 ヲ有 スル 事 ア リ,又 ハ全 ク病 原 性 ヲ有 セザ ル 事 ア リ.之 レヲ皮 下 ニ注 射 ス

レバ注 射 部位 又 ハ其 ノ附 近 ノ皮 下 ニ多 少 出 血 性 ノ浮 腫 ヲ示 シ,其 ノ他 ノ部 位 ニ於 テ ハ 無 色 或 ハ

Sulzig-glasiges Odemヲ 呈 シ,小 ナル 瓦 斯 泡 ヲ有 ス ル 事 ト有 セザ ル 事 トア リ.腹 腔 内 ノ滲 出

液 ハ無色 又 ハ暗 赤 色 ナ リ.(病 型III)

3) Der Pararauschbrandbazillus (Vibrion septique).

兩 端 ノ丸 キ細 長 キ桿 菌 ナ レ ドモ,其 ノ大 サ竝 ニ形 體 バ 一定 セズ.細 長 キ コ トモ ア レバ又 球 状

ヲ 呈 ス ル事 モ ア リ.尚 ホ其 ノ 間 ニ於 テ爛 熟 型(Blauformen)ト シテ紡 錘状,「 チ トロ ン」状,球

葱 状 或 ハ棍棒 状 等 ヲ呈 ス ル事 ア リ.普 通 ノ培 養基 中 ニ於 テ屡 々24時 間以 内 ニ芽 胞 ヲ形 成 ス,芽

胞 ハ菌體 ノ中央 或 ハ一端 ニ偏 シテ位 ス.

葡萄 糖 加 血液塞 天 平板 培 養 基 上 ニ於 テ ハ屡 々「ル ー ペ」ヲ以 ツテ 始 メテ認 メ ラル ル 繊 弱 ナ ル 突

起 ヲ有 ス.其 ノ突 起 ハWuchsform IIノ 場 合 ト異 リテ單 行 ナ リ.其 ノ溶 血層 ハ黄 金 色 ヲ 呈 シ,

透 明 ナ リ,(附 圖 第5圖 參 照).牛 乳 ヲ凝 固 シ凝 固 體 ハ後 ニハ其 ノ全 量 ノ1/2ニ 達 ス 腦 粥 ヲ黒 變

セ ズ,深 層 ハ淡 紅 色 ヲ呈 ス.

毒 性,殆 ン ド凡 テ ノ動 物 ニ對 シテ毒 性 ヲ有 ス.皮 下 ニ出 血 性 漿 液性 水腫 ヲ來 ス.之 レニ小 ナ

ル 瓦 斯泡 ヲ伴 フ事 ト伴 ハザ ル 事 トア リ漿膜 腔 ニ漿 液性 滲出 液 ヲ來 シ
,其 ノ水 腫 ハDer Rausch-

brandbazillusノ 場 合 ニ比 ス レバ 一般 ニ其 ノ出血 ノ程 度 ハ僅 小 ナ リ.

4) Der Rauschbrandbazillus (Bac. chauvoei).

細 長 キ小 ナル桿 菌 ニ シテ其 ノ兩 端 ハ丸 シ.成 熟 型 トシテ形 態 ノ變 體 ヲ見 ル コ トVibrion sep-

tiqueヨ 順 ニ高 度 ニ シテ紡錘 状
,「 チ トロ ン」状 或 ハ棍 棒 状等 ヲ 呈 ス.運 動 極 メテ 活 溌 ナ リ.

殆 ン ド凡 テ ノ培養 基 内 ニ於 テ 速 ニ芽胞 ヲ形 成 ス.芽 胞 ハ菌 體 ノ中 央 或 ハ端 ニ位 ス.葡 萄 糖 加

血 液寒 天 平板 培養 基 上 ニ於 テ ハ眞 珠 様 結 節 状 ヲ呈 シ,圓 形 或 ハ葡 萄 葉状 ニ シテ
,聚 落 ハ堤 状 ニ

隆 起 セル 培地 ノ 中央 ニ存 シ,帶 青 紫 色 ナ リ,狹 キ圓形 ノ溶 血 層 ヲ有 ス.肝 臟 肉 汁 ニ於 テ24時 間

ニ シテ ヨ ク芽 胞 ヲ形 成 ス.牛 乳 ヲ ツ ヨク凝 固 シテ 遂 ニハ其 ノ半 量 ニ凝 縮 ス.腦 粥 ヲ黒 變 スル 事

ナ ク,深 層 ニ於 テ ハ ヤ ヤ淡 紅 色 ヲ呈 ス.

毒 性,病 源 性 ヲ有 スル嫌 氣 性 菌 ノ中 ニ於 テ 本 菌 ノ ミハ人 間 ニ全 ク無 害 ナ リ.海 〓 ニ注 射 シテ

起 ル所 ノ變 化 ハher Pararauschbrandbazillusノ 場 合 ニ於 ケル 其 レ ト異 ル所 ナ ク
,タ ダ注 射 後

ノ皮 下水 腫 ハDer Pararauschbrandbazillusノ 場 合 ニ比 ス レバ 一 般 ニ出 血性 ニ富 メ リ.

5) Der Bac. histolyticus.

ヤ ヤ小 ナ ル細 キ桿 菌 ニ シテ其 ノ兩 端 ハ或 ハ丸 ク或 ハ尖 レ リ.屡 々平 行 ニ竝 ビ又 ハ 短 キ連 鎖 ヲ

ナ ス.古 キ培 養 ニ於 テ ハ 爛 熟型 ヲ 形 成 ス ル モ ソ ノ 變 形 ハPararauschbrdb
acillus及 ビ

Rauschbrandbazillusノ 場 合 ノ如 ク高 度 ナ ラズ.

新 シキ培 養 ニ於 テ ハ活 溌 ナル運 動 ヲ營 ム.

207



1930 清 水 勝

芽 胞 ハ楕 圓 形 ニ シテ一 般 ニ菌 體 ノ一端 又 ハ 中央 ヨ リヤ ヤ一 端 ニ偏 シテ 位 ス.極 メテ稀 ニ ハ中

央 ニ存 スル 事 モ ア リ.芽 胞 ハ菌 體 ノ幅 ヨ リ大 ナ ル ヲ以 テ菌 體 ヨ リ膨 隆 ス.

葡 萄糖 加 血液寒 天 平 板 培 養 基 上 ニ甚 ダ微 小 ニ シテ 略 ボ圓 形 ノ聚 落 ヲ形 成 ス.聚 落 ハ培 地 ヲ ヤ

ヤ陷 没 セ シ メ無 色 又 ハ ヤ ヤ灰 色 ヲ呈 ス.無 臭 ナ リ.(附 圖 第6圖 參 照.其 ノ發 育 ハ徐 々 ニ シテ

充 分 ニ成 熟 セルし場合 ニ ハ僅 ニ溶 血層 ヲ認 ム.肝 臟 肉 汁 ニ ヨク發 育 シ強 ク コ レ ヲ溷 濁 セ シム ル モ

瓦 斯 ヲ發 生 スル コ トナ シ.牛 乳 培 養 基 ニ 於 テ ハ「カ ゼ イ ン」ヲ完 全 ニ溶 解 シテ 遂 ニ 之 レヲ「ペ プ

ト ン」化 ス.「 ゲ ラチ ン」ニ ハ 良 ク發 育 シテ 之 レヲ液 化 セ シム ル ノ ミナ ラズ 同時 ニ強 ク 溷 濁 セ シ

ム.

毒性,動 物 ニ筋肉内注射 ヲ行ヘバ先 ヅ筋肉周圍及 ビ筋肉内結締織 ヲ消化 シ,大 小ノ出血ヲ來

シ,遂 ニハ筋肉ヲ消化 ス.而 シテ軟 部組織 ハ崩壊 シテ骨 ヨリ遊離スルニ至ル.(病 型VI)

6) Der Bac. putrificus verrucosus (Bac. sporogenes).

常 ニ桿 菌 トシテ 見 ラ レ,兩 端 ハ丸 ク,運 動 活溌 ニ シテ,凡 テ ノ培 養 基 ニ 於 テ多 少 ノ遲 速 ハ ア

ル モ芽 胞 ヲ形 成 ス.蛋 白質 ニ富 ム培 養 基 ニ於 テ ハ 既 ニ30時 間 ニテ 芽 胞 ヲ形 成 シ, 60時 間 後 ニ

ハ 凡 テ ノ菌 體 ハ殘 ラズ芽 胞 ヲ形 成 スル ニ至 ル.芽 胞 ハ楕 圓 形 ニ シテ 菌 幅 ヨ リ大 ナル ヲ以 テ菌 體

ヨ リ膨 隆 ス.多 ク ハ菌 體 ノ中央 又 ハ 一端 ニ近 ク位 ス.從 ツ テ菌 體 ノ1/3ハ 膨 隆 シテ モ 恰 モ時 計

ノ針 ノ如 キ形 状 ヲ 呈 ス.(Uhrzeigerbazillen von Pfeiffer u. Bessan)

葡 萄糖 加 血 液寒 天 平板 培 養 基 上 ニ於 テ ハ白 色 又 ハ黄 色不 透 明 ニ シテ粘 稠 乃 至 硬 キ疣 状 ノ聚 落

ヲ形 成 ス.而 シテ 「ル ー ペ 」ヲ以 テ僅 ニ認 メ得 ル 微 小 ナ ル毛 環 ア リ.圓 形 ノ狹 ク シテ 著 明 ナル溶

血 層 ヲ有 ス.(附 圖第2圖 參 照)

肝 臟 肉汁 ニ ヨク増 殖 シ,瓦 斯 ヲ形 成 ス.反 應 ハ「アル カ リ」性 ヲ 呈 シ初 メ黒 色 トナ リシ肝 臟 片

ハ 數 目後 ニ ハ消 化 セ ラ レテ縮 少 ン帶 赤 色 乃 至 赤 色 トナル.惡 臭 ヲ放 ツ.

腦 粥 ヲ全 ク強 度 ニ黒變 セ シメ テ惡 臭 強 シ.

毒 性,本 菌 ノ純 粹 培 養 液 ニ ハ毒 性 ナケ レ ドモDer Novysche Bazillus des malignen Odems

トノ混 合 ニ於 テ ハNovy氏 菌 ノ 形 成 セルToxinヲ 破 壞 シ テ 其 ノ 毒 性 ヲ 低 下 セ シ メ. Der

 Frankelsche Gasbazillusト ノ混 合 ニ於 テ ハ却 ツ テ其 ノ毒 性 ヲ増 大 セ シ ム.

7) Der Bac. putrificus tennis (Bac. bifermentans).

形 態 ハDer Frankelsche Gasbazillusニ 酷 似 スル モ活 溌 ナ ル運 動 ヲ ナ シ,速 カ ニ芽 胞 ヲ形 成

ス.

芽胞 ハ楕 圓形 ニシテ菌體 ノ中位或ハヤヤ一端 ニ偏 シテ位 スルモ,菌 體 ハ膨隆 スル事ナシ.

葡萄糖加血液寒 天平板培養基 上ノ聚落 ハ發育型IIニ 酷似ス(附 圖第4圖 參照)肝 臟肉汁ニヨ

ク發育 シ強度 ニコレヲ溷濁 セシムルモ瓦斯ヲ發生セズ. 24時 間後 ニハ菌ハ沈澱 シ,屡 々粘稠ナ

ル沈澱物 ヲ形成 ス.之 レヲ黒變 セシメテ惡臭強 シ.
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蟲様突起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸種嫌氣性菌 ニ就 テ 1931

腦粥ヲ強度ニ全部ヲ黒變 セシメ惡臭 ヲ放 ツ.

8) Der Bac. multifermentans tenalbus.

長 大 ナル 桿 菌 ニ シテ其 ノ兩端 ハ丸 ク,時 ニ長 キ菌 絲 ヲ形 成 シ,又 「チ トロ ン」様 ノ爛 熟 型 ヲ 呈

シ互 ニ竝 ビテ 連鎖 ヲナ ス事 ア リ.徐 々ニ芽 胞 ヲ形 成 ス.芽 胞 ハ菌 體 ノ中 央 ヨ リ ヤ ヤ一 端 ニ偏 ス

ル カ或 ハ 中央 ニ位 スル モ之 レヲ見 ル コ トハ 甚 ダ稀 ナ リ.

葡 葡 糖 加 血 液寒 天 平板 培 養 基 上 ニ於 ケ ル聚 落 ハ發 育型IIニ 酷 似 ス.然 レ ドモDer Bac. pu-

trificus tenuisニ 比 ス レバ 一般 ニ聚 落 大 ニ シヲ屡 々黄 色 ヲ呈 シ, Der Novysche Bazillus dea

 malignen Odemsニ 見 ル ガ如 キ枝(Schlinge)ヲ 著 明 ニ現 ス.

肝 臟 肉 汁 ニ ハ發 育弱 ク溷 濁 モ亦著 明 ナ ラザ レ ドモ瓦 斯 ノ發 生 ハ 旺 盛 ナ リ.速 カ ニ沈 下 シテ 破

壞 ス.

腦粥 ヲ黒 變 スル 事 ナク,深 層 ニ於 テハ淡 紅 色 ヲ呈 ス.

牛乳 ヲ凝固 シテ後 ニ ハ全 量 ノ1/2ニ 凝 縮 ス.

毒 性 ナ シ.

9) Der Bac. amylobacter (Bac. tertius).

細長キ桿菌ニシテ速 カニ而モ規則的 ニ大ナル楕圓形 ノ芽胞 ヲ形成 ス,多 クハ菌體ノ一端 ニ位

ス.

葡萄糖加血液寒天平板培養基上ニ於ケル聚落ハ發育型Vニ シテ,圓 形乃至楕圓形 ニシヲ灰紫

色ヲ呈ス.溶 血層 ヲ見ズ.古 キ培養ニ シテ集落密集 セル時ハ培地 ノ色 ハ汚穢 トナル,(附 圖第3

圖參照)

肝臟肉汁ニハ旺盛ニ繁殖 シ,瓦 斯ヲ強ク形成 シテ溷濁 モ著明ナリ.約24時 間後ニハ沈降 シテ

多クノ沈澱ヲ生ズ.酸 ヲ旺ンニ形成 スルヲ以テ速 カニ自滅ス.

牛乳ヲ著明ニ凝固 シ,凝 固體ハ全量 ノ1/5ニ 凝縮スルモ「ゲラチン」ヲ液化スル コ トナ シ.

腦粥ハ黒變 セズ,深 層 ハ淡紅色ニ着色ス.

毒性ナシ.

10) Der Bac. sphenoides.

小 ナル 桿 菌 ニ シテ 兩端 ハ尖 リ,屡 々平 行 ニ竝 ビ又 ハ3-16個 竝 ビテ連 鎖 ヲ ナ ス.其 ノ形 態 ハ

Der Bac. histolyticusニ 酷 似 ス ル モ其 ノ兩 端 ノ 尖 リハ 左 程 著 明 ナ ラズ
,活 溌 ナ ル運 動 ヲ ナ ス.

徐 々 ニ芽 胞 ヲ形 成 ス,芽 胞 ハ圓 形 ニテ 菌 幅 ヨ リモ大 ニ シテ 一端 ニ近 ク位 ス.芽 胞 ヲ形 成 ス レバ

菌 體 ハ萎 縮 シテ其 ノ遊 離 端 ハ益 々尖鋭 トナル ヲ以 テ菌 ハ楔 状 ヲ呈 ス.

葡 萄 糖 加 血 液 寒 天 平 板 培 養 基 上 ノ 聚 落 ハ發 育 型IXニ シテ 圓形 乃 至 葡 萄 葉 状 ヲ 呈 シ
,黄 色 乃 至

白色 ニ シテ其 ノ大 サハ 一 定 セ ズ.培 他 ニ ハ變 化 ナ ク,聚 落 ノ 中央 ヨ リ邊 緑 ニ向 ツテ傾 斜 面 ヲ形

成 ス.
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1932 清 水 勝

肝臟肉汁 ニハ旺盛ニ發育 シ強 ク溷濁ス レドモ瓦斯形成 ハ著明ナラズ.牛 乳 ヲ凝固 シテ全量ノ

約1/2迄 ニ凝縮ス.腦 粥ヲ黒變 スル事ナク深層 ニ於テハ淡紅色 ヲ呈ス.「 ゲラチン」ニハヨク發

育スルモ之 レヲ液化 セズ.

毒性ナシ.

11) Der Bac. cochlearius.

細 長 キ桿 菌 ニシテ兩 端 ハ丸 ク,活 溌 ナ ル 自家運 動 ヲ ナ ス.通 常 ノ培 養 基 ニ ハ殆 ン ド芽 胞 ヲ形

成 スル 事 ナ シ.然 レ ドモ豫 メBac. putrificus verrucosusヲ 培 養 シテ消 化 セ シ メタ ル肝 臟 肉 汁

ニ於 テ ハ ヨク芽 胞 ヲ形 成 ス.芽 胞 ハ楕 圓形 或 ハ圓 形 ニ シテ 一端 ニ位 ス ル ヲ以 テ成 熟 セル状 態 ニ

於 テ ハ柄 ノ長 キ食匙 ノ状 ヲ呈 ス.

葡 萄 糖 加 血 液 寒 天平 板 培 養 基 上 ニ於 ル 聚 落 ハ發 育 型Xニ シテ 發 育 弱 ク繊 弱 ニ シテ 無 色 ナ ル

斑 状 ヲ呈 ス.培 地 ニハ變 化 ヲ認 メズ.新 鮮 ナ ル 肝 臟 肉 汁 ニ ハ 發 育 セ ザ ル モBac. putrificus

 verrucosusヲ 豫 メ培 養 シテ消 化 セ シメ タル 肝 臟 肉 汁 ニハ ヨク繁 殖 セ シムル コ トヲ得.

牛 乳 培 養 基 ニハ殆 ン ド發 育 セ ズ.從 ツ テ變 化 ヲ見 ズ.腦 粥 ニ ハ極 メテ僅 ニ發 育 シ,微 カ ニ之

レヲ黒 變 セ シ ム.カ ク發 育 不 良 ナ ル ハ該 菌 ガ酸 素 ニ對 シテ 凡 テ ノ嫌 氣 性 菌 中 ニ於 テ最 モ敏 感 ナ

ル ヲ以 テ ナ リ.

毒 性 ナ シ.

12) Der Bac. tetanomorphus.

Tetanusbazillusニ 酷 似 セル形 態 ヲ有 シ,活 溌 ナル 運 動 ヲ營 ム.凡 テ ノ培 養 基 中 ニ於 テ 豊 富

ニ而 モ迅 速 ニ芽 胞 ヲ形 成 ス.芽 胞 ハTetanusbazillusト 同様 其 ハ一 端 ニ位 ス.

葡 萄糖 加 血 液 寒 天 平 板 培 養 基上 ニ葡 萄 葉 状 ノ 灰紫 色 ニ シテ平 坦 ナル 聚 落 ヲ形 成 ス.培 地 ニハ

變 化 ヲ見 ズ.(發 育 型VII)

肝 臟 肉 汁 ニ ヨク發 育 スル モ瓦 斯 ヲ發 生 ス ル 事 僅 小 ナ リ.牛 乳 ニ ハ極 メテ僅 ニ發 生 スル モ變 化

ヲ來 ス 事 ナ シ.

13) Der Tetanusbazillus.

細 長 キ桿 菌 ニ シテ兩 端 丸 シ.活 溌 ナ ル運 動 ヲナ ス.多 少 長 キ菌 絲 ヲ形 成 スル 事 ア リ.殆 ン ド

凡 テ ノ培 養 基 中 ニ於 テ芽 胞 ヲ形 成 ス.芽 胞 形 成 ニ ハ少 ク トモ48時 間 ヲ要 ス.芽 胞 ハ常 ニ菌 體 ノ

一端 ニ 位 ス芽 胞 ハ菌 幅 ヨ リ大 ナ ル ヲ以 テ鼓 手 状 ヲ呈 ス .

葡 萄 糖 加 血 液 寒 天 平 板 培 養 基 上 ノ聚 落 ハ 繊 弱 ニ シテ僅 ニ「ル ー ペ」ヲ以 ツ テ始 メテ認 メ得 ル所

ノ突 起 ヲ有 ス. Pararauschbrandbazillusノ 場 合 ニ見 ル突 起 ニ比 ス レバ 遙 カ ニ繊 弱 ナ リ,(發 育

型III)又 時 ニ ハBac. histolyticusノ 如 キ聚 落 ヲ形 成 スル コ トア リ(發 育 型VIII).即 チ多少

丸 ク無 色 或 ハ灰 色 ノ極 メテ微 小 ナ ル聚 落 ニ シテ培 地 ニ陷 入 ス.成 熟 セル 場 合 ニ ハ溶 血 層 ヲ以 テ

テ 圍 マ ル.
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蟲様突起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其 他 ノ諸種嫌 氣性 菌 ニ就テ 1933

肝臟 肉 汁 ニ ハ徐 々 ニ發 育 シ瓦 斯 發生 弱 ク,獨 特 ノ臭 氣 ヲ有 ス,牛 乳 培 養 基 ニ於 テ ハ屡 々 看 過

セラル ル程 度 ノfein flockigノ 凝 固 ヲ呈 ス.腦 粥 ヲ極 メナ僅 ニ黒變 セ シ ム.凡 テ ノ動 物 ニ對 シ

テ毒性 ヲ有 ス.

14) Der Botulinusbazillus.

強 大 ナ ル桿 菌 ニ シテ兩 端 ハ丸 ク,ソ ノ長 サバ 時 ニハ長 ク時 ニ 短 ク 一定 セ ズ.長 サ ニ於 テ ハ

Der Novysche Bazillus des malignen Odemsニ 匹 敵 シ,其 ノ幅 ハDer Frankelsche Gas-

bazillusニ 勝 ル トモ劣 ラ ズ.暗 視 野 ニ於 テ 活溌 ナル 自家 運 動 ヲ認 ム.其 ノ芽 胞 ハ 圓〓 形 ニ シテ

菌 體 ハ中 央又 ハヤ ヤ一 端 ニ偏 シテ 位 シ,其 ノ長 軸 ハ菌 ノ長 軸 トハ ヤ ヤ斜 ノ位 置 ヲ トル.

葡 萄 糖 加 血液 寒 天 平板 培 養 基 上 ノ聚 落 ハ 發 育型IIニ シテ,其 ノ周 邊 ニハ攣 毛 状 ノ 突 起 ヲ有

シ,コ ノ突起 ハ平 行 ニ走 リテ再 ビ聚 落 ニ歸 ル事Der Novysche Bazillus des malignen Odems

ノ場 合 ト異 ラ ズ.然 レ ドモ其 ノ突 起 ハDer Novysche Bazillus des malignen Odemsノ 場 合

ノ如 ク著 明 ナ ラズ.溶 血層 ハ聚 落 ノ大 サ ニ從 ツ テ著 明 ナル 事 ア リ.又 不 鮮 明 ナル 事 モ ア リ.溶

血層 ハ黄 金色 ニ シテ透 明 ナ リ.苦 味扁 桃 油 ノ臭 氣 ヲ強 ク放 ツ.

肝 臟 肉 汁 ニ ハ徐 々ニ發 育 シ, 48時 間 ヲ經 レバ 充 分 ニ増 殖 ス.瓦 斯 ヲ 形 成 セザ ル モ 強 ク溷 濁

ス.第3日 目 ヨ リ芽胞 ヲ形 成 シ始 ム.牛 乳 ハ1-2日 後 ニハ完 全 ニ「ペ ブ ト ン」化 ス.腦 粥 ヲ徐 々

ニ不 完 全 ニ黒 變 セ シム.

毒性,獨 特 ノ毒 素 ヲ生産 ス.即 チ其 ノ毒 素 ハタ ダニ非 經 口 的 ニ 與 ヘテ 死 ニ 至 ラ シムル ノ ミ ナ

ラズ,之 ヲ經 口的 ニ作 用 セ シ ムル モ亦 同様 ニ死 ニ至 ラ シム ル コ トヲ得 .

15) Der Bazillus der Art VI v. Hibler.

細 長 キ桿 菌 ニ シテ 其 ノ兩端 ハ丸 シ芽 胞 ヲ形 成 スル コ ト困 難 ナ リ.芽 胞 ハ菌 體 ノ中 央 又 ハ ヤ ヤ

一 端 ニ偏 シテ位 ス.

葡 萄糖 加 血 液 寒 天 平板 培 養 ニ於 ケ ル 聚 落 ハ發 育 型Vニ 酷 似 スル モ 其 ノ周 邊 ハ發 育 型Vニ 見

ル ガ如 ク平 滑 ナ ラズ シテ鋸 齒 状 ヲ 呈 ス.

肝 臟 肉 汁 ニ於 テ ハ發 育 弱 ク溷 濁 ノ程 度 モ僅 少 ニ シテ瓦 斯 ヲ發生 スル 事 モ少 シ.牛 乳 ヲ凝 固 シ

テ 全量 ノ約1/2ニ 凝 縮 ス.腦 粥 ヲ黒 變 セ シ メズ .其 ノ深 層 ハ淡 紅 色 ヲ呈 ス.

毒 性,殆 ン ド凡 テ ノ試 驗 動 物 ニ對 シテ毒 性 ヲ有 シ,皮 下 又 ハ筋 肉 内注 射 ヲ行 ヘバ 局 所 ニ變 化

ヲ示 ス事 ナ ケ レ ドモ恰 モTetanusbazillus或 ハBotulinusbazillusノ 場 合
ニ見 ル ガ如 ク強 力 ナ

ル 毒性 ヲ示 ス.然 レ ドモ其 ノ詳 細 ニ就 キテ ハ 尚 ホ不 明 ナ リ
.

第3章　 實 驗 成 績

實驗成績 ヲ一々記載 セバ徒ニ冗長ニ流 レ却 ツテ要領 ヲ得 ザルヲ以 ツテ,コ レヲ簡明 ニ期 スル

爲 メ表示 スレバ第3表 ノ如 シ,

211



1934 清 水 勝

第3表　 第1次
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蟲 様突起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ共他 ノ諸種 嫌氣性菌 ニ就 テ 1935

實 驗 成 績 表
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1936 清 水 勝
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蟲 様突起 炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸種嫌氣性菌 ニ就テ 1937
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1938 清 水 勝
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蟲 様突起 炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸種嫌 氣性菌 ニ就テ 1939
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1940 清 水 勝
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蟲様突 起炎 トWelch-Franke1氏 菌 竝 ニ其他 ノ諸種嫌 氣性菌 ニ就テ 1941
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1942 清 水 勝

以上ノ成績ヲ各菌種ニヨツテ分類ス レバ

a) Der Frankelsche Gasbazillus:

Stamm, 18, 19, 38, 9, 25, 27, 12, 39, 36, 21, 47, 35, 30, 29, 32, 

31, 33, 34, 57, 71, 79, 80, 86, 87, 96, 89, 94,

b) Der Pararauschbrandbazillus:

St. 84, 22,

c) Der Rauschbrandbazillus:

St. 14, 15, 67,

d) Der Bac. histolyticus:

St. 3, 50, 51, 83,

e) Der Bac. der Art VI v. Hibler:

St. 52,

f) Der Bac. amylobacter:

St. 46, 48, 42, 45, 65, 61, 68,

第4表　 第2次
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蟲様究起炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸種嫌 氣性菌 ニ就テ 1943

g) Der Bac. putrificus verrucosus:

St. 2,

h) Der Bac. putrificus: tenuis:

St. 16•L, 11, 23, 24, 60•L,

i)細 菌 學 的 診 斷 未定 ナ ルレ菌 株 トシテ ハ

St. 85, 17, 37, 26, 40, 41, 20, 53, 54, 55, 56, 66, 72, 73, 81

 82, 77, 78, 91, 93, 74, 75, 104, 105, 88, 97, 98, 99, 107,ヲ 擧

グ ル事 ヲ得.

上記 ノ診 斷 未定 ノ31菌 種 ニ就 テ ハ第 二 次檢 査 ヲ行 ヘ リ.即 チ脳 粥 ニ培 養 シテ 保 存 セ シ メ シモ

ノ ヲ再 ビ肝 臟 肉 汁 ニ移 植 シテ増 殖 セ シメ.コ レヲ葡 萄 糖 加寒 天 平 板 培 養 基 上 ニ塗 沫 シテ 嫌 氣 性

培 養 ヲ行 ヒ,再 ビ聚 落 ヲ觀 察 セ リ.次 デ コノ聚 落 ヲ釣 菌 シテ増 殖 セ シ メタ ル液體 培 養 液 ヲ以 テ

Kohlehydratbouillon培 養 試 驗 竝 ニ 動物 ニ對 スル毒 性 檢査 ヲ行 ヒ シ ガ其 ノ成 績 ハ第4表 ニ示 ス

ガ如 シ.

實 驗 成 績 表
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1944 清 水 勝

即 チ第2次 檢 査 ニ ヨツ テ細 菌學 的 診 斷 所 ノ確 定 セ シハ僅 ニ68, 105,ノ2株 ニ シテ,イ ズ レモ

Der Bac. amylobacterナ リ.其 ノ他 ノ23株 ハ敦 レモZeissler氏 ノ表 ニ 見 ラル ル 成 績 ト一 致

セ ズ依 然 トシテ診 斷 不 明 ニ終 レ リ.以 上不 明 ナ ル27菌 株 ノ内16株 ハ毒 性 ヲ有 シタ リ.
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勿論余ハ以上ノ成續ヲ以ツテ蟲様突起内或ハ腹腔内滲出液中 ノ凡テノ嫌氣性菌ヲ悉 ク檢出 シ

得 タリト ズルモノニ非ズ.何 トナレバ今研究材料 ヨリシテ直 チニ作 リタル塗沫標本ニ於ケル

顯 微鏡的所見ノ數例ニ就キテ見ルニ細菌 ノ豊富 ナルコ ト.實 ニ驚クニ足ルモノア リ.
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第1例　 患 者 柳 島某　 穿 孔 性 腹 膜 炎(蟲 様 突 起 内 容,塗 沫 標 本)

1) Gr〓 強 大 ナ ル桿 菌,兩 端 丸 シ.長 サ6.4幅10. (Der Frankelsche Gasbazillus?)

(第22圖 參 照)

2) Gr〓 繊 弱 ナル 桿 菌.(第23圖 參 照)

3) Gr〓 小 ナ ル桿 菌(長 サ1.6μ)兩 端 ヤ ヤ尖 レ リ.(第24圖 參照)

4) Gr〓 長 楕 圓形 ヲ呈 スル モ ノ 長 徑3.6μ 幅1.8.(第25圖 參照)

5) Gr〓 菌 體 ノ 中央 ニ芽 胞?ヲ 認 ム.(第26圖 參照)

6) Gr〓 菌 ノー 端 ニ 芽 胞 ヲ有 ス.(第27圖 參 照)

7) Gr〓 繊 弱 ナ ル桿 菌,ヤ ヤ屈 曲 ス.

8) Gr〓 桿 菌.(大 腸 菌?)

9) Gr〓 雙球 菌.

10) Gr〓 楕 圓形 ヲ呈 スル モ ノ長 徑1.9,(第28圖 參 照)

嫌 氣性 培 養 成 績: Der Frankelsche Gasbazillus, + Der Bac. amylobacter)

第2例　 廣 某　 壊 死 性 蟲 様 突 起 炎(蟲 様突 起 内 容 塗 抹 標 本)

1) Gr〓 大 ナ ル桿 菌(長 サ4.0巾1.0).

2) Gr〓 楕 圓 形 ノ芽 胞(長 径1.6).

3) Gr〓 大 ナ ル 雙球 菌.

4)大 ナル 芽 胞Der Bac. multifermentans tenalbusノ 芽 胞 ニ酷 似 ス.

5) Gr〓 長 楕 圓形 ニ シテ長 キ連 鎖 ヲナ ス(66個 ノ連 鎖 ヲ認 メタ リ.其 ノ形 體 ハDer Bac.

 Sphenoidesニ 酷 似 ス).

6) Gr〓 繊 弱 ナル 桿 菌(長 サ1.2巾0.4)

7) Der Bac. putrificus tenuis?ノ 芽 胞 ニ 酷 似 セ ル モ ノ.

8)葡 萄 状 球 菌?(Gr〓)

9) Gr〓 桿 菌(大 腸 菌?)

10) Gr〓 甚 ダ微 小 ナ ル連 鎖 状球 菌.

嫌 氣性 培 養成 績: Der Bac. putirificus tenuis, Der Frankelsche Gasbazillus)

第3例　 岡 崎 某 女　 蜂 窩織 炎 性 蟲 様 突起 炎(蟲 様 突 起 内 容 塗 抹 標 本)

1) Gr〓 微 小 ナ ル雙 球 菌.

2) Gr〓 甚 ダ繊 弱 ナル 桿 菌(長 サ2.4)菌 體 ノ中 央 ハ稍 々 ク ビ レテ 狹 ク ナ レ リ.

3) Gr〓 長 楕 圓形 ヲ呈 スル モ ノ.

4) Gr〓 桿 菌,長 サ2.4.菌 體 ノ中央 ハ 兩 端 ニ比 ス レバ ヤ ヤ太 シ.

5) Gr〓 強大 ナル 桿 菌,兩 端 丸 ク「か ぷ せ る」ヲ 著 明 ニ認 ム, (Der Frankelsche Gasba-
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zillus?)

6)芽 胞(菌 體 ノ中 央 ニ位 ス).

7)桿 菌(大 腸 菌?) Gr〓

8) Gr〓 桿 菌長 サ3.2,之 レヨ リ稍 々短 ク シ テ兩端 ノ尖 リタ ル モ ノ モ ア リ.

9) Gr〓 甚 ダ強大 ナル 桿 菌(長 サ8.0巾1.0).

10) Gr〓 楕 圓形 ノ球 菌(長 徑1.6).

(嫌 氣性 培養 成 績: Der Frankelsche Gasbazillus, Der Rauschbrandbazillus, anaerobe

 Kokken, St, 37)

第4例　 池 田 某 男　 急 性蟲 様 突 起 炎(腹 腔 内膿 汁)

1) Gr〓 大 ナル 球 菌(或 ハ芽 胞?)4個 連 リタ ル長 サ4.8

2) Gr〓 細 長 キ桿 菌,ヤ ヤ屈 曲 ス.(長 サ4.8)

3) Gr〓 強 大 ナ ル桿 菌,「 か ぷ せ る」著 明(長 サ3.2-2.4巾0.6-1.0).

4) Gr〓 桿 菌 一端 ニ芽 胞 ヲ有 ス.

5) Gr〓 狹 長 ナル桿 菌 ニ シテ ヤ ヤ屈 曲 ス(長 サ6.4).

6) Gr〓 大 ナル桿 菌「か ぷ せ る」著 明,形 態 ハDer Frankelsche Gasbazillusニ 酷 似 ス.

7) Gr〓 甚 ダ小 ナ ル桿 菌(大 腸 菌?)

(嫌 氣性 培 養 成績: Der Frankelsche Gasbazillus, Der Pararauschbrandbazillus, Der

 Bac. putrificus tenuis, St. 20)

第5例　 田 口某 女　 結 核 性 腹膜 炎 ニ シテ蟲 様 突 起 ニ著變 ヲ認 メズ.

1) Gr〓 ノ桿 菌,ヤ ヤ彎 曲 ス(長 サ40,巾0.5).

2) Gr〓 ノ雙 球 菌,ホ ボ 楕 圓形 ナル モ其 ノ兩 端 ハ ヤ ヤ尖 レ リ.

3) Gr〓 細 キ桿 菌,彎 曲 セ リ(長 サ2.4巾0.2).

4) Gr〓 小 ナル雙 球 菌.

5) Gr〓 繊 弱 ナル 桿 菌(大 腸 菌?).

6) Gr〓 楕 圓形 ヲ呈 セル モ ノ,大 ニ シテ 單蜀 ニ存 ス.

7) Gr〓 ノ桿 菌 ニ シテ一 端 ニ芽 胞 ヲ有 ス. (Der Bac. amylobacter?)

8)芽 胞,菌 體 ノ中央 ニ位 ス.

(嫌 氣性 培 養成 績: Der Frankelsche Gasbazillus. Der Bac. amylobacter, anaerobe Ko-

kken, St, 40, St. 41)

第4章　 實 驗 成績總 括 竝 ニ考 案

第4表 ニ表示 セル實驗成績 ヲ各症例ニ就キテ總括スレバ第5表 ノ如 シ.
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第5表
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コ レヲ 各 々 疾 病 ノ時 期 ニ ヨ リ テ 分 析 ス レバ

1)急 性 蟲 様 突 起 炎 早 期 手 術 ヲ 行 ヒ テ 蟲 様 突 起 ヲ 切 除 シ之 レ ヲ 材 料 トセ ル症 例 ハ 桑 田,廣,

岡 崎,野 瀬,柿 沼,井 上,廣 瀬,石 井,太 田,遠 部,柳 島 ノ11例 ニ シ テ

Der Frankelsche Gasbazillus 9株

Der Bac. amylobacter 1株

Der Bac. histolyticus 1株

Der Bac. putrificus verrucosus 1株

Der Bac. putrificus tenuis 2株

Der Rauschbrandbazillus 2株

Die fakultative anaeroben Kokken 5株

不 明 ノ 菌 種　 7株
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2)急 性蟲 様 突 起 炎 手術 ニ於 テ得 タル腹 腔 内 滲 出 液 或 ハ 膿 汁 ヲ材 料 トセル 症 例
ハ 池 田,桑 田,

太 田,横 山 ノ4例 ニ シテ桑 田,太 田 ノ2例 ハ 同時 ニ蟲 様 突 起 ヲ切 除 ス ル事 ヲ得 タ ル モ ノ ナ リ
.

横 山 ハPylephlebitisヲ 惹 起 シ居 タル モ ノ ニ シテ栓 塞 セル血 管 ヲ 開 キ テ 得 タル 膿 汁 ヲ材 料 トセ

リ.

Der Frankelsche Gasbazillus　 2株

Der Bac. amylobacter　 1株

Der Bac. putrificus tenuis　 1株

Der Pararauschbrandbazillus　 2株

Der Bac. d. Art VI v . Hiber　 1株

Der fakultativ anaerobe Kokkus　 1株

不 明 ノ菌 株　 8株

229



1952 清 水 勝

3)蟲 様 突 起 炎 膿 瘍 ノ切 開 ニ依 テ 得 タル 膿 汁 ヲ材 料 トセル症 例 ハ磯 山,宗 包,小 山,割 鞘,

丸 野 ノ5例 ナ リ.

Der Frankelsche Gasbazillus 2株

Die fakultativ anaeroben Kokken 3株

不明 ナル 菌 株　 3株

4)蟲 様 突 起 炎 ニ續 發 セ ル 重 症 ナ ル 急 性 穿 孔 性 腹 膜 炎 ノ救 急 手 術 ニ ヨ リテ 得 タル 腹 腔内 膿 汁

ヲ 材 料 トセ ル ハ 渡 邊,坂 田,高 橋 ノ3例 ナ リ.

Der Frankelsche Gasbazillus　 1株

Der Rauschbrandbazillus　 1株

Der Bac. amylobacter　 1株

Der Bac. histolyticus　 1株

Die fakultativ anaeroben Kokken　 2株

不 明 ノ菌 株　 3株

5)慢 性 蟲 様 突 起 炎 ノ間 歇 手 術 ニ ヨ リテ得 タル 蟲 様 突起 ヲ材 料 トセル モ ノハ 藤 井,進,佐 々

木,本 多,山 川,練 苧,石 井,岡 ノ8例 ニ シテ

Der Frankelsche Gasbazillus　 8株

Der Bac. histolyticus　 1株

Die fakultativ anaeroben Kokken　 2株

不 明 ナ ル菌 株　 2株

6)對 照 ト シテ 健 康 ナル 蟲 様 突 起 ヲ開 腹 手 術 ニ際 シテ 切 除 シ タル モ ノ ニ 吉田,張,田 口 ノ3

例 ア リ.吉 田 ハ結 腸 巨 大症,張 ハ小 腸疊 積症,田 口 ハ結 核 性 腹膜 炎 ニ シテ,イ ヅ レモ蟲 様 突 起

ニ ハ病 變 ヲ認 メザ ル モ ノ ナ リ.

Der Frankelsche Gasbazillus　 2株

Der Bac. putrificus tenuis　 1株

Der Bac. amylobacter　 2株

Der fakultativ anaerobe Kokkus　 1株

不 明 ナル 菌 株　 4株

以 上 ノ成 績 ヲ表 ニ現 セバ 第6表 ノ如 シ.
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第6表

考 按

以 上 ノ成 績 ヨ リシテ考 按 スル ニ

1)蟲 様 突起 炎 ノ各 期 ヲ通 ジテ最 モ屡 々檢 出 セ ラル ル嫌 氣性 菌 ハD
er Frankelsche Gasba-

zillusニ シテ(附 圖1, 13)該 菌 ハ又 健 康 ナル 蟲 様 突 起 内 ニモ證 明 セ ラル
.即 チ蟲 様 突 起 ヲ研 究

材料 トセル場 合 ニ就 テ見 ル ニ

急 性 蟲 様 突 起 炎　 11例 中9例(82%)

間 歇 期 手術 例　 8例 中8例(100%)

對 照(健 康 ナル モ ノ)　 3例 中2例(67%)

即 チ合 計22例 中19例 ニ シテ平 均86%ノ 檢 出 率 ヲ見 タ リ.之 ニ反 シ テ腹 腔 内 ノ滲 出 液 或 ハ膿

汁 ヲ研 究 材料 トセル場 合 ハ12例 中5例 即 チ41%ナ リキ.之 ヲ 以 テ見 レバDer Frankelsche

 Gasbazillusハ 蟲 様 突 起 内 ニ於 ケルDer fast konstante Bewoh
nerナ リ ト言 フ ヲ得 ベ ク

,從 ツ

テ 蟲 様 突 起炎 ニ續 發 セル 穿 孔性 腹 膜 炎,蟲 様 突 起 炎膿 瘍 竝 ニ急 性 蟲様 突 起炎
ニ際 シテ 見 ラル ル
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腹腔内膿汁或ハ滲出液ニ41%ノ 割合ニ該菌 ガ證明 セラレシ事モ亦理解スルニ難カラザル所 ナ

リ.而 シテ其ノ毒力ヲ檢 シタルニ第7表 ニ見ルガ如ク,之 レヲ「モルモツ ト」ノ腹部皮下 ニ注射

スル時ハ多クノ場合局所ノ皮膚ハ暗紫色ヲ呈シ,腫 脹著明 ニシテ皮下ニ肉水竝ニ瓦斯泡ヲ形成

ス.時 ニハ局所ニ變 化ヲ來 ス事少ク僅 ニ輕度 ノ發赤 ヲ見ルノミニ シテ數時間ニ シテ斃 ルルモノ

アリ.又 コレニ反 シテ一度形成 セラレタル浮腫 ガ次第ニ硬結 トナ リ,コ レガ破 レテ潰瘍ヲ形成

シ數日間生存 スル事ア リ.然 レドモ慢性期 ニ得タル菌株 ト急性期 ニ得タル夫 レトノ間 ニ毒性 ニ

於テハ相違ヲ認ムル事ヲ得ザ リキ.

第7表　 「フレンケル」氏菌毒力檢査成績
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2) Der Frankelsche Gasbazillusニ 次 デ 高 率 ニ 檢 出 セ ラ レ タ ル ハDer Bac. amylobacter

 5例=15%(附 圖 第3, 16圖 參 照), Der Bac. putrificus tenuis 4例=12%(附 圖 第4, 14圖 參

照)ニ シ テ,之 レ ニ次 デDer Bac. histolyticus(附 圖 第6, 21圖 參 照)及 ビDer Rauechbrand-

bazillus(附 圖 第19, 20圖 參 照)各 々3例=9%, Der Pararauschbraudbazillus (Vibrion

 Septigue)(附 圖 第5, 17, 18圖 參 照)2例=6%, Der Bac. putrificus verrucosus(附 圖 第2, 

15圖 參 照)及 ビDer Bac. d. Art VI v. Hibler各 々1例=3%ヲ 檢 出 シ タ リ.之 等 ノ諸 嫌 氣

性 菌 中 ヤ ヤ 注 意 ニ價 ス ル ハDer Bac. amylobacter, Der Bac. putrificus tenuisノ2者 ニ シ

テ,前 者 ハ5例 中4例 迄 ハ 常 ニDer Frankelsche Gaebazillusト 共 ニ 證 明 セ ラ レ,後 者 ハ4例

中 對 照 ノ1例 ヲ除 ケバ 之 亦 何 レ モDer Frankelsche Gasbazillusト 同 時 ニ 證 明 セ ラ レタ ル モ ハ

ナ リ.而 シテDer Bac. histolyticus, Der Bac. putrificus verrucosus, Der Pararauschbrand-

bazillus, Der Rauschbrandbazillus, Der Bac. d. Art VI v. Hibler等 ハ 其 ノ 檢 出 率 ヨ リ言

ヘバ 殆 ド意 義 ナ シ ト言 フ ヲ 得 ベ シ.然 レ共 之 等 ハDer Bac. histolyticusノ1例 ヲ 除 ク 他 ハ 總

テ何 レ モ急 性 明 ノ材 料 ヨ リ檢 出 セ ラ レタ ル モ ノ ナ リ.

尚 ホBac. putrificus tenuis, Bac. putrificus verrucosus等 ハ 毒 性 ヲ有 セ ザ ル ガ 故 ニ 臨 牀 上

一 見 意 義 ナ キ モ ノ ノ 如 ク 思 惟 セ ラ ル ル モ, Bac. putriticus verrucosusハ 之 ヲFrankelsche

 Gasbazillusノ 培 養 液 ニ 加 フ ル 時 ハ 培 養 液 ノ 毒 力 ヲ 著 シ ク 増 大 セ シ メ,又Bac. putrificustenuis

ヲ 加 フ レバ 其 ノ毒 性 ハ 更 ニ強 カ トナ リ,動 物 ハ 極 メテ 微 量 ノ注 射 ニ ヨ ツ テ ス ラ 悉 ク 短 時 間 ヲ 以

テ 死 ス ル ニ 至 ル(Lohr)ガ 故 ニ 之 等 腐 敗 性 嫌 氣 性 菌 モ 敢 テ 無 意 義 ナ ル モ ノ トハ 信 ゼ ラ レ ズ,殊

ニBac. putrificus tenuisハ 檢 出 率 比 較 的 大 ニ シ テ,而 モ 殆 ド常 ニFrankelsche Gasbazillus

ト共 ニ 檢 出 セ ラ ル レバ ナ リ.

3)次 ニ余 ハDer fakultativ anaerobe Kokkusヲ 比 較 的 屡 々證 明 セ リ.即 チ葡 萄 糖 加 血液

寒 天 平板 培 養 基 上 ニ嫌 氣性 培 養 ニ ヨ リ附 圖 第7圖 ニ見 ル ガ如 ク,乳 白色 圓形 ニ シテ微 小 ナル聚

落 ヲ形 成 シ之 ヲ塗 抹 標 本 トナ シ テ染 色 ヲ施 セバ 「グ ラ ム」陽 性 ノ球 菌 ニ シテ,其 ノ大 サ バ時 ニ ヤ

ヤ大 ナル 事 ア リ又 時 ニハ甚 ダ小 ナル 事 ア リテ 圓 形 或 ハ ヤ ヤ楕 圓 形 ヲ呈 シ,通 常2箇 相 寄 リテ存

ス レ ドモ,稀 ニ ハ連 鎖 ヲナ ス 事 モ ア リタ リ.之 ガ果 シテ總 テThiercelinノ 言 フ所 ノEntero

kokkenナ リ シヤ否 ヤ ハ斷 定 シ得 ザ ル モ,其 ノ2-3株 ヲ ト リテ行 ヒ シ熱 ニ對 ス ル抵 抗 檢査
,膽

汁 竝 ニ 「エ ス ク リ ン」培 養 基 ニ於 ケ ル檢 査成 績 ヨ リ考 フ レバ恐 ラ クEnterokokkenナ ル ベ シ ト

思 惟 セラ ル.而 シテカ カ ル聚 落 ハ急 性 期23例 ニ於 テ11例(43%),慢 性 期 竝 ニ健 康 ナ ル蟲 様 突

起11例 中3例(27%)ニ 於 テ證 明 セ ラ レタ ル モ,コ ノ成 績 ヨ リシテ茲 ニ其 ノ臨 牀 的 意 義 ニ就 テ

論 斷 スル ハ聊 力輕 卒 ナル ベ シ.

4)次 ニ細 菌 學 的 診 断 未 定 ナ リシ菌 株 合 計27株 ニ就 テ考 フル ニ

急 性 蟲様 突 起炎　 11例 中7株　 其 ノ比 率　 0.64

同 上 腹 腔 内 滲 出液　 4例 中8株　 〃　 2.0
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穿 孔性 腹 膜 炎　 3例 中3株　 其 ノ比 率　 1.0

蟲 様突 起 炎 膿瘍　 5例 中3株　 〃　 0.6

間 歇 期 竝 ニ對 照　 11例 中6株　 〃　 0.54

ニ シテ細 菌學 的 診 斷 不 明 ナ ル株 菌 ノ檢 出 度 ハ急 性 蟲 様 突 起 炎 ノ際 ニ得 タル腹 腔 内 滲 出液 ノ場 合

ニ最 モ大 ニ シテ2.0ニ 達 シ,之 ニ次 デ穿 孔性 腹 膜 炎(1.0)→ 急 性 蟲 様 突起 炎(0.64)→ 蟲 様突 起

炎 膿 瘍(0.6)間 歇 期 竝 ニ健 在 ナル モ ノ(0.54)ノ 順 序 ヲ示 シ,即 チ炎 衝 ノ最 モ強 烈 ニ起 リツ ツ ア

ル 時 期 ニ得 タル材 料 中 ニハ判 定 不 可能 ナル菌 株 最 モ多 ク,發 病 後 既 ニ數 日 ヲ經 テ經 過 ヤヤ亞 急

性 トナ リタ ル蟲 様突起 炎 膿 瘍 ニ於 テ ハ之 ヲ 見 ル 事 ヤ ヤ少 ク,次 デ炎 衝 ノ殆 ド消 失 セ ル間 歇 期 ニ

得 タ ル材 料 竝 ニ病 的變 化 ヲ認 メザル 對 照 例 ニ於 テ最 モ小 ナ ル檢 出 度 ヲ示 スヲ見 タ リ.コ レ恐 ラ

ク病 的 變 化 ノ最 モ強 烈 ナル 時 期 ニ於 テ ハ 同時 ニ嫌 氣 性 菌 ノ増 殖 モ亦 最 高潮 ニ達 シ,爲 ニ嫌 氣 性

菌 ガ他 ノ諸 種 ノ細 菌 トSymbioseヲ 螢 ム 事 モ亦 最 モ旺 盛 ナ ル 事 ヲ物 語 ル モ ノ ナ ル ベ シ.而 シテ

合 計27株 中16株(60%)ハ 毒 性 ヲ有 シ居 タル 事 ハ注 意 ニ價 スルレ所 ナ リ.

(註,之 等 ノ諸 菌 株 ニ就 テハ 血 清學 的 檢査 或 ハ種 々 ノAntiserumヲ 作 用 セ シ メテ檢 スル ニ

非 ザ レバ 之 ガ果 シテSymbioseナ ル ヤ 又 ハ新 菌 株 ナル ヤノ斷 定 ヲ下 ス コ トハ 不可 能 ナ リ).

5)檢 出 セ ラ レタ ル嫌 氣性 菌 々株 ノ合 計 ヲ各 時 期 ニ就 テ見 ル ニ

急 性 蟲 様 突 起 炎　 11例: 28株=1:2.5

同 上 腹 腔 内 滲 出 液　 4例: 16株=1:4.0

蟲 様 突 起 炎 膿瘍　 5例: 8株=1:1.6

穿 孔 性 腹 膜 炎　 3例: 9株=3.0

間 歇 期 竝 ニ對 照　 11例: 23株=1:2.1

ニ シテ,急 性 蟲 様 突 起 炎:ノ際 ニ得 タ ル腹 腔 内 滲 出 液 ヲ材 料 トセル 場 合 ニ於 テ嫌 氣性 菌 檢 出率 最

モ大 ニ シテ(4.0),穿 孔性 復膜 炎 之 ニ次 グ(3.0)而 シテ急 性 蟲 様突 起 炎 ノ場 合 ト間 歇期 竝 ニ對 照

ノ場 合 トヲ.比較 スル ニ2.5:2.1ニ シテ 前 者 ニ於 テ 其 ノ檢 出率 ヤ ヤ大 ナル モ大 差 ナ キ ガ如 シ.之

ヲ要 スル ニ腹 腔 内 滲 出 液 ヲ材料 トスル場 合 ニ ハ蟲 様 突 起 ヲ材 料 トスル 場 合 ニ比 ス レバ 嫌 氣 性 菌

ノ檢 出 率 遙 ニ大 ナ リ ト言 フ ヲ得 ベ シ.今1例 トシテ症 例24(患 者 太 田 某)ヲ 見 ル ニ發 病 後僅 ニ

15時 間 ニ シテ早 期 手術 ヲ行 ヒ シニ既 ニ腹 腔 内 ニハ滲 出液 ヲ多 量 ニ認 メ シガ蟲 様 突 起 ニハ強 キ炎

衝 ハ 認 メ ラ レタル モ未 ダ穿 孔 ヲ認 ムル ヲ得 ザ リキ,而 モ其 ノ滲 出液 中 ニ ハDer Frankelsche

 Gasbazillus, Der Bac. amylobacter竝 ニ診 斷 未 定 ノSt. 103, St. 104ヲ 檢 出 ス ル コ トヲ得

タ リ.コ レニ反 シテ其 ノ蟲 様突 起 ヲ材 料 トセル モ ノ ニ於 テ ハFakultativ anaerobe Kokken

 (Enterokokken)トSt. 88ヲ 認 メタル ノ ミナ リキ.之 ヲ以 テ 見 レバ蟲 様 突 起 炎 ニ於 テ嫌 氣性 菌

ハ未 ダ肉 眼 的 ニ穿 孔 ヲ認 メザ ル 早 期 ニ於 テ モ既 ニ腹 腔 内 ニ侵 入 スル コ トア リ ト言 フ ヲ得 べ シ.

次 ニ蟲 様突 起 炎 膿 瘍 ニ於 ケ ル檢 出 率 ハ1.6ニ シテ最 下 位 ニ ア リ,之 レ稍 々陳 舊 ナ ル膿 瘍 内 ニ於

テ ハ嫌 氣性 菌 ハ 次 第 ニ死 滅 スル モ ノ ナ ラ ンカ.
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蟲様突起 炎 トWelch-Frankel氏 菌竝 ニ其他 ノ諸 種嫌氣性菌 ニ就テ 1957

第5章　 結 論

余 ハ曩 ニ蟲 様 突 起炎 トWelch-Frankel氏 菌 竝 ニ其 ノ 「ア ンチ ヴ イル ス」 ニ就 キ テ 發 表 スル

所 ア リシガ,其 ノ後 余 ハ主 トシテ 急 性 蟲 様 突起 炎 ヨ リ得 タル材 料 ニ就 キ獨 リWelch-Frankel

氏 菌 ノ ミナ ラズ他 ノ諸 種 ノ嫌 氣 性 菌 ヲモ分 離 培 養 ス ベ ク 實 驗 ヲ繼 續 セ リ.實 驗 方法 トシテ ハ

Zeissler氏 法 ニ從 ヒ手 術 ニ ヨ リテ 得 タ ル蟲 様 突 起 竝 ニ腹 腔 内滲 出 液 ヲ乾 燥 粉 末 トシ,之 ヲ250cc

ノ基本 肝臟 肉 汁培 養 基 ニ培 養 シ,培 養 後 第2日 或 ハ第3日 及 ビ第8日 目 ニ其 ノ一 部 ヲ更 ニ10cc

ノ肝臟 肉汁 培養 基 ニ接 種 シ直 チ ニ80℃-100℃ ニ5分, 10分, 20分 ト加 熱 シ, 1-2日 孵 卵 器

内 ニ納 メタ ルレ後 之 ヲZeissler氏 ノ葡 萄 糖 加血 液 寒 天平 板 培 養 基 上 ニ培 養 シ,其 ノ聚 落 ノ發 育 型

ヲ精 細 ニ觀 察 セ リ.而 シテ得 タルレ菌 株 ノ細 菌學 的 診 斷 ヲ確 定 スル 爲 ニハ,腦 粥,「 ゲ ラ チ ン」,

牛 乳竝 ニ12種 類 ノ糖 肉汁 ニ ソ レゾ レ嫌 氣性 培 養 ヲナ シ テ其 ノ性 状 ヲ檢 シ,更 ニ動 物 ニ對 スル 毒

性 ヲモ參 考 トセ リ.

以 上 ノ方法 ニ依 テ細 菌 學 的 診斷 ノ確 定 セル モ ノニDer Bac. amylobacter (15%), Der Bac.

 putrificus tenuis (12%), Der Bac. histolyticus (9%), Der Rauschbrandbazillus (6%), 

Der Pararauschbrandbazillus (Vibrion Septique) (3%), Der Bac. putrificus verrucosus

 (3%)竝 ニDer Bac. d. Art VI v. Hibler (3%)等 ア レ ドモ其 ノ檢 出率 ハ敦 レモ甚 ダ小 ナ リ

キ.之 ニ反 シテDer Frankelsche Gasbazillus (Bac. Welchii)ハ 先 年 余 ノ得 タ ルレ成 績 ヨ リモ

遙 ニ高率 ニ於 テ檢 出 セ ラ レタ リ.即 チ蟲 様 突起 ヲ材 料 トセル 場 合 ニ ハ平 均86%,腹 腔 内 滲 出 液

或 ハ膿 汁 ヲ材 料 トセル場 合 ニ於 テ ハ41%ノ 檢 出 率 ヲ示 シ,該 菌 ハ蟲 様 突 起 内 ニ於 ケ ル 常住 菌 ナ

リ ト言 フ モ敢 テ過 言 ナ ラザ ル 事 ヲ知 リ得 タ リ.

擱筆 スルニ際 シテ,終 始懇篤ナ ル御指導 ト御校閲 ヲ賜ハ リシ恩 師津田教授 ニ衷心 感謝 ノ意 ヲ表 ス.尚

ホ本研究 ニ先 チテ貴 重ナル菌株 ヲ多數 ニ分讓 セラレ シ傳染病研 究所竝 ニ北里研究 所 ノ御 厚意 ニ感謝 ス.
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